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町の人口

4月30日現在
世帯数 2. ? 0 1 
男 5.97 0 
女 6.0 2 5 
総人口 11.995. 内田印刷印刷企画室編集今金町役場発行
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田
植
え
専
用
列
車

米
ど
こ
ろ
今
金
に

本
町

の
農
業
は
た
し
か
に
前

進
し
て
い
る
ど
は
い
一
え
農
業
人

口
は
依
然
減
少
を
た
ど
っ
て
い

る。

こ
の
反
面
農
業
構
造
改
善

卒
業
や
基
盤
整
備
が
す
す
む
に

つ
れ
造
回
事
業
は
高
ま
る
ば
か

米
ど
句
、
ろ
今
金
町
も
十
五
万

依
生
産
を
目
ざ
し
画
期
的
な
事

業
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
近

(
着
工
の
北
部
松
山
総
合
か
ん

ば
い
卒
業
に
も
期
待
を
よ
せ
て

い
る
。L
か

L
、
経
営
は
機
械
化
さ

れ
た
ど
は
い
一
え
問
題
は
後
継
者

づ
(
り
に
あ
る
。
農
協
も
労
務

者
対
策
の
一
助
に
長
万
部
日
今

金
問
に
田
植
専
用
列
車
を
運
行

さ
せ
た
が
、
恒
久
的
な
労
働
対

策
こ
そ
真
の
浪
業
振
興
て
あ
っ

総
合
か
ん
ば
い
事
業
推
進
の
課

題
で
も
あ
る
。
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山
山

川

川川町

四
月
と
五
月
は
、
段
繁
期
を

川

前
に
各
地
で
敬
老
会
が
開
か
れ

ト

ま
し
た
が
、

今
金
婦
人
会
も
五

日

月
六
日
公
民
館
で
第
十
六
回
目

、

の
敬
老
会
を
聞
き
ま
し
た
。

い

こ
の
日
は
幾
分
は
だ
諜
い
日

い

で
は
あ
り
ま
し
た
が
最
年
長
自

叫

字
田
代
田
遠
藤
ま
さ
叩
み
さ
ん
(

山
川品

九
五
才
)
を
は
じ
め
七
十
才
を

山
川

-

川

越
え
た
老
人
百
二
十
六
が
山
府

間

し
ま
し
た。

、

ふ

川

清
水
L

エ
ン
会
長
田
あ
い
さ
つ

山
川剛山

に
続
き
町
長
や
来
賓
か
ら
『
元

川

気
で
何
よ
O
で
す
、
町
は
発
展

叫
山ロHl

 

伺

n6
 
年1
 
4
 
和附

川

川号3
 

《

w第[
 ……
 山叩

九
五
歳
の
遠
藤
さ
ん
も

敬
老
会
に
今
金
婦
人
会

す
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
幸
わ
せ

に
詳
し
て
下
さ
い
』
と
は
げ
ま

し
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た

ま
た
、
姉
人
会
も
手
づ
く
り
の

料
理
で
歓
迎
し
ま
し
た
。
老
人

た
ち
は
年
に
-
度
の
敬
老
会
と

な
ご
や
か
に
酒
、
料
理
に
舌
づ

っ
み
を
う
ち
今
昔
話
し
に
わ
い

て
い
た
。

こ
白
あ
と
婦
人
会
も
総
出
で

接
待
、
明
、
舞
を
披
露
し
て
会

場
は
拍
手
と
声
援
で
一

パ
イ
。

町
で
も
心
づ
く
し
の
記
念
品

を
贈
っ
て
老
人
た
ち
町
長
寿
を

m

祝
い
ま
し
た
。
日
頃

一

一
立
に
会
す
る
機
会

開
に
恵
ま
れ
な
い
老
人

聞
に
と
っ
て
こ

の
敬
老

開
会
こ
そ
た
の
し
い
も

の
は
な
く
若
い
者
に

負
け
ま
い
と
舞
台
k

a

山
て
郷
土
白
唄
を
う

H

た
う
老
人
も
あ
り
ま

聞
し
た
。

-

婦
人
会
は
来
年
町

E

の
間
部
七
十
周
年
に

当
る
た
め
、
よ
り
盛

大
民
州
国
老
会
を
開
い

て
老
人
を
射
さ
め
る

方
針
で
も
あ
り
ま
す

ヘ

写
真
日
な
ご
や
か
な
敬
老
会

H
公
民
館

連 館 長交

22画百尾 通
金弁か二君 安
中前れ十三と 全
ニ大 t 日 「 一 千余
年会春 北...汁
九位にの桧 fE論
γ長交山 ご 、大
も尾通町 .， .6. 
山事L1乙公ふ 八 耳
lî~ 則全民 賞で

季
節
保
育
所
開
所

農
繁
期
に
そ
な
え
て

季
節
保
育
所
は
五
月
六
日
が

八
束
と
積
川
で、

七
日
に
は
今

金
、
九
日
は
花
石
で
そ
れ
ぞ
れ

関
所
式
が
お
と
な
わ
れ
て
一
年

ぶ
り
に
や
っ
と
開
設
さ
れ
ま

L

A

た
。こ
と
し
は
町
条
例
由
改
正
か

ら
収
容
人
員
も
ク
y
ト
増
え
、

凹
地
区
合
せ
て
二
百
人
が
入
所

し
ま
し
た
。

入
所
式
に
は
民
生
課
長
も
出

席
『
交
通
事
般
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
元
気
で
か
よ
う
て
ね
』
と

注
意
と
あ
い
さ
つ
を
の
べ
ま
し

た
。ま
た
、
子
供
た
ち
は
保
ほ
さ

ん
の
お
話
に
元
気
よ
く
ハ

イ
と

r 

k 

答
え
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

た
ち
も
子
供
白
笑
顔
に
よ
る
こ

ひ
を
う
か
ベ
、
こ
れ
で
交
通
事

故
や
水
死
耶
故
か
ら
子
供
が
守

ら
れ
安
心
し
て
品
目
く
こ
と
が
で

き
る
と
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

四
つ
の
保
宵
所
は
収
陸
自
お

わ
る
十
月
上
旬
ま
で
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑨
公
営
住
宅
入
札
⑨

入
札
制
一

て

六
O
O千
円

落
札
者
庄
司
建
設

竣

工

八
月
三
十
一
日
予
定

(
一
種
八
戸
、
二
極
八
戸
)

南
団
地
に
建
設
す
る
。

地
和
国
十
一
年

度
の
行
政
相
談
蚕

nは、
A
Y
金
町
H

-

白
山
町
出
水
正
義

氏

(
〒
六
三
ご
五

が
、
昨
年
に
引
税

い
て
再
び
、
行
政

官
時
庁
長
官
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

行
政
相
談
委

A

は
、
地
峡
住
民
の

皆
き
ん
か
ら
、
国

白
行
政
や
公
社
、

1
1
1
1

公
開
な
ど
白
業
務

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
な
ど

を
積
極
的
に
取
り
あ
げ
、
満
足

白
め
く
よ
う
解
決
策
を
方
向
づ

け
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
仕
事
の
範
聞
は
ひ

じ
よ
う
に
広
く
観
維
で
も
あ
り

行政相 談員決まる
清水正 義句氏に

H

農
業
委
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
と
も
な
う
股
業

委
H
H
の
選
挙
は
、

七
月
十
五
日

お
と
な
わ
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
、
四
日
か
ら
土
地

や
泌
物
申
計
H
M
単
位
が
メ
ー
ト

ル
法
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。

(

三
ペ
ー
ジ
参
照
)
こ
の
た
め
選

本
縮
、
被
選
挙
栴
も
三
反
歩
か

ら
一
-
一
十
ア
ル
に
抗
絡
が
改
め

ら
れ
、
従
米
よ
り
約
じ
、
五
時

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
針
絡
も
段
分
か

わ
り
お
互
に
確
認
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

ま
す
。
さ
ら
に
白
骨
密
を
守
り
無

料
で
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
次
白
よ

う
な
こ
と
が
ら
を
ド
シ
ド
シ
相

談
し
て
下
さ
い
。

O
生
活
保
護
、
児
草
稿
祉
、

井
体
障
何
者
対
策

O
逃
族
、
国

民
、
厚
生
白
各
年
金
と
引
鋭
、

恩
給
給
付
金
、
社
会
、
民
国
健

康
、
失
業
、
労
災
の
各
保
険

O

民
地
、
開
拓
、
内
刷
業
香
川
会
由

業
務

O
災
害
復
旧
、
河
川
改
修

、
土
地
改
良
、
道
路
の
建
設
拡

巾、

補
修
、
川
地
日
収
や
移
転

O
学
校
教
育

O
役
所
に
対
す
る

許
可
、
認
可
、
申
請
な
ど
の
手

続
に
対
し
て
の
回
答
や
決
定

O

郵
便
、
電
報
、
電
話
、
専
売
公

社
、
国
鉄
、
公
庫
、
公
団
由
業

務
に
つ

い
て
の
こ
と
が
ら
で
す

『七
月
十
五
日
』
H

ま
た
、
こ
と
し
か
ら
新
ら
し

く
永
久
選
挙
人
名
待
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
毎
年
九
月
十

五
日
現
在
で
淵
ベ
る
基
本
名
簿

と
選
挙
白
都
度
調
製
す
る
補
充

名
前
の
作
製
は
、
市
務
的
に
も

繁
雑
で
あ
る
と
こ
ん
ど
カ

l
ド

に
記
入
整
理
し
て
末
久
に
保
有

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ー
ド
は
六
月
二
十
円
か
ら
選

挙
管
別
査
員
会
で
訓
資
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
白
で
、
調
資

に
当
つ
て
は
何
分
の
ご
協
力
を

取
い
ま
す

o
u選
管
僻
よ
り

H
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郷
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の
紹
介
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t
(
2
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(

(
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本
号
は
石
や
砂
金
で
話
題
の

多
い
美
刺
河
を
紹
介
し
ま
す
。

浅
利
河
は
町
内
で
も
最
も
古

〈
メ
ノ
ウ
、
ジ
ヤ
シ
バ
!
の
産

地
で
は
全
国
的
に
も
有
名
で
す

ア
イ
ヌ
語
で
ピ
リ
カ
ペ

y
に

語
源
を
発
L
H
美
し
き
川
N

白

意
で
も
あ
り
ま
す
。

と
れ
が
転

じ
て
い
ま
由
美
利
河
と
な
っ
た

も
の
で
花
石
と
同
線
砂
金
、
梢

他
の
採
取
地
杭
関
知
の
は
じ
ま

り
で
い
ま
な
ほ
用
水
再
開
.
坑
道

あ
る
い
は
製
錬
用
白
石
臼
な
ど

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
福
枇
施
設
は

町
民
の
強
い

E
型
か
ら
公
民
館

、
産
業
会
館
、
そ
れ
に
母
と
子

白
家
と
相
次
い
で
建
設
さ
れ
、

み
ん
な
の
集
会
場
ど
し
て
、

ま

た
い
こ
い
の
場
と
し
て
毎
日
高

度
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
建
設
後
日
も
浅
く

周
闘
の
環
境
は
整
備
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か
く

の
制
祉
肱
設
も
美
観
を
そ
こ
ね

る
と
克
月
十
八
H
町
長
を
は
じ
.、

め
、
役
場
市
川
H
が
十
四
、
五
人

も
同
所
に
残
さ
れ
名
ご
り
を
と

ど
め
て
い
ま
す
。
開
拓
白
経
過

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
明
治
十
三
年
七
月
瀬
織
の

人
大
見
勘
右
エ
円
、

入
沢
藤
次

郎
が
ア
カ
ヒ
ゲ
住
吉
太
郎
ら
五

人
白
ア
イ
ヌ
を
履
い
鉱
物
探
険

を
行
い
、
メ
ノ
ウ
、
満
俺
を
発

見
採
掘
許
可
を
え
て
事
業
に
着

手
し
た
も
白
で
あ
る
。

し
か
し

悪
路
と
版
路
を
つ
か
め
ず
十
九

年
に
鉱
区
を
返
還
し
ま
し
た
。

明
治
二
四
年
国
縫
町
福
岡
軍

平
が
ア
イ
ヌ
と
と
も
に
跡
査
傑

敗
、
二
六
年
七

H
市
川
都
白
網
野

広
尚
が
採
摘
出
川
館
の
英
国
人
ハ

ウ
ル

T
-
A
ウ
ィ

ル
ソ
ン
に
販

戸

出
て
庭
づ
〈
り
を
お
己
な
い
ま

し
た
。

司

躍
づ
く
り
は
ア
カ
マ
ツ
の
玖

一

植
で
し
た
が
、
こ
の
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
気
温
も
と
と
し
最
高

の
ご
四
度
で
九

コ
ッ
プ
や
ク
ワ

を
持
つ
手
も
汗
ば
む
暖
き
で
す

運
ば
れ
た
ア
カ
マ
ツ
は
、
て
い

ね
い
に
植
樹
さ
れ
、
わ
ず
か
一
一

時
間
あ
ま
り
白
作
業
で
し
た
が

施
設
の
霊
わ
り
は
ト
キ
ワ
に
色

ど
ら
れ
見
ち
が
え
る
よ
う
に
環

境
が
か
わ
り
ま
し
た
。

.
転
負
た
ち
も
こ
由
隆
づ
く
り

に
-
汗
流
し
、
き
れ
い
に
な
っ

た
庭
を
見
て
ホ
y
卜
し
た
表
情

で、

こ
ん
ど
は
機
会
を
見
て
花

売
し
た
も
の
、
こ
れ
あ
事
識
不

振
で
函
館
市
白
田
中
正
右
エ
門

に
五
千
円
で
手
ば
な
し
た
と
も

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
ウ
ィ

ル
ソ
ン
の
経
営
の
よ
う
だ
。

己
れ
を
馬
で
困
縫
を
経
て
函

館
に
回
南
米
国
に
輸
出
、
そ
の

後
木
製
白
軌
導
が
ひ
か
れ
明
治

三
十
年
に
は
鉱
夫
干
を
越
え
月

産
一
万
ト
ン
を
採
掘
し
て
い
る

三
五
年
に
経
営
不
振
で
山
鉱

も
誠
り
、
問
中
、
舟
山
、
林

m

b
白
人
地
で
刷
出
業
に
指
摂
し
た

の
析
い
ま
由
美
利
河
と
な
り
、

昭
和
四
与
に
図
縫
人
口
化
。
石
聞
に

は
じ
め
て
欽
ぜ
が
放
か
れ
発
展

人
口
五
五
三
人
八
三
世
帯
。

だ
ん
づ
く
り
も
お
こ
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
施
術

さ
れ
る
と
施
設
白
ま
わ
り
は
一

回
き
れ
い
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

}「
J

。
写
真
目
役
場
職
員
の
植
林

ア
ス
パ
ラ
か
ん
詰

操
業
は
じ
ま
る

ク
レ

l
ド
ル
興
良
今
金
工
島

で
も
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫

期
を
向
え
て
五
月
十
五
日
か
ら

か
ん
結
の
操
業
を
は
じ
め
ま
し

た。
こ
と
し
は
新
型
白
切
断
機
も

導
入
さ
れ
て
能
山
中
は
グ
ン
と
向

上
.
こ
の
た
め
、
生
産
目
療
を

二
万
云
午
ケ
l
ス
(
一
ケ
ス

ニ
ダ

l
ス
)
を
見
込
ん
で
い
ま

す。
毎
泊
七
十
久
あ
ま
り
の
主
錦

た
ち
が
朝
早
く
か
ら
出
て
工
場

内
は
か
ん
つ
め
っ
く
り
で
に
ぎ

わ
っ

て
必
ま
す
。
か
叫
つ
め
は J 

土
地
建
物
の

計

量

は

メ
ー
ト
ル
法
で

土
地
住
物
の
計
量
に
つ

い
て

は
、
四
月
一
日
か
ら
、
取
引
上

ま
た
は
柾
明
白
上
で
も
す
べ
て

単
位
は
平
方
メ
ー
ト
ル
と
ア
ー

ル
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
用
い
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た。

一
、
坪
か
ら
平
方
メ
ー
ト
ル
へ

の
換
算
率
は
、

一
坪
未
満
、

三
O
五
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
坪
以
上
十
坪
未
満
は
三
、

三
O
置
七
八

(
以
下
平
方
メ

七
月
末
ま
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。

町
平
山
協
は
内

M
I経
済
目
安

定
申
た
め
に
も
ア
ス
バ
ラ
ガ
ス

の
栽
培
を
奨
励
し
て
い
ま
す
が

町
の
特
産
物
と
し
て
ま
た
外
貨

槌
得
む
た
め
に
も
、
も
っ
と
判

及
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

写
真
日
ア
ス
パ
ラ
加
工
さ
か
ん

. 

ー
ト

ル
)
十
郎
以
上
百
坪
未

満
三
、
三

O
五
七
八
丘
、
百

坪
以
上
干
坪
未
満
三
、
三

O

E
七
八
五
て
干
杯
以
上

一

万
坪
未
満
三
、
三
0
1
七
五

一
二
と
な
り
ま
す
。

二
、
換
算
方
法
と
端
数
処
理
は

建
物
、
宅
地
な
ど
は
小
数
点

以
下
回
位
ま
で
白
換
算
悩
を

合
算
す
る
。
登
記
簿
な
ど
の

表
示
の
端
数
は
、
品
数
長
三

位
以
下
切
り
拾
て
る
。

宅
地
以
外
の
主
地
は
小
数
町、

以
下
二
位
ま
で
換
算
個
を
合

算
す
る
。
た
だ
し
登
記
簿
な

ど
由
表
示
白
端
散
は
地
取
十

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
町
も
の

は
小
数
点
三
位
以
下
を
切
り

捨
て
る
。
十
平
方
メ
ー
ト
ル

を
こ
え
る
も
の
は
、
小
数
点

以
下
切
り
捨
て
る
寸

雑
音
防
止
強
調
月
間

六
月
-
日
か
ら
三
十
日
ま
で

全
道
雑
音
防
止
強
調
月
間
で
す

最
近
各
寧
庭
で
も
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
雑
音
が
目
立
っ
て
多

い
と
と
で
し
ょ
う
。
と
く
に
テ

レ
ビ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
自
動
車
や
パ
イ
夕、

屯
気
器
H
H
か
ら
山
る
雑
音
申
た

め
で
す
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
雑
腎
防
止
掠
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
雑
音
で
悶
ま

っ
た
方
は
近
く
の
雑
音
防
止
協

強
会
か
屯
力
会
社
、
沼
気
屈
に

ご
相
談
下
さ
い
。
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今

月

の

お
知
ら
せ

1/ 

福

祉

年

金

受

給

は

所

得

状

況

届

を
μ

福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
六
月
中
に
所
得
状

況
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

七
十
才
以
上
白
お
年
寄
り
ゃ

母
子
家
庭
、
そ
れ
に
日
常
生
活

が
で
き
な
い
身
心
障
害
の
か
た

に
は
老
令
、
母
子
、
障
害
な
ど

白
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
町
内
に
は
こ
れ
ら
の

人
た
ち
が
四
二
二
人
あ
っ
て
年

間
約
六
百
五
十
万
円
が
支
給
を

う
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
全
額
国
が

負
担
し
て
い
ま
す
白
で、

年
金

を
う
け
よ
う
と
す
る
本
人
や
、

そ
の
扶
養
家
族
白
方
は
、
一
定

額
以
上
白
収
入
が
あ
る
と
き
は

福
祉
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

そ
こ
で
毎
年
六
月
に
所
得
状

況
届
を
役
場
に
拠
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
お

こ
た
る
と
と
と
し
の
九
月
期
分

か
ら
年
金
を
も
ら
え
な
く
な
る

と
と
も
あ
り
ま
す
の
て
、
骸
当

の
か
た
は
必
ず
前
年
の
所
得
状

況
を
即
け
る
よ
う
心
が
け
て
下

さ
い
。
ま
た
、
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
年
金
係
へ
相
談
の
こ
と

⑧⑧⑧⑧@⑧⑧@ 

六月の農作業

A
U

水
稲
マ

①

移
庖
は
早
め
に
終
え
る
と

と
、
お
そ
い
団
代
に
は
硫
安

を
主
体
E
過
石
を
配
合
し
て

追
肥
を
お
こ
な
い
、
肥
え
切

れ
を
防
ぐ
。

②

水
田
土
壊
が
し
ま
り
や
す

く
、
水
持
ち
が
悪
〈
、
除
草

機
止
使
用
す
る
イ
ネ
一
四
生
賓

が
よ
く
な
る
水
悶
で
は
、
活

着
し
た
ら
た
だ
ち
に
中
耕
除

草
を
お
こ
な
う
こ
と
。

@

イ
不
ヒ
メ
ハ
ザ
セ
グ
リ
パ
エ

白
発
生
防
止
に
適
期
防
除
を

お
こ
な
う
こ
と
。

@

天

候

が
順
調
で
生
育
が
よ

〈
と
も
窒
素
質
肥
料
は
ま
だ

施
さ
な
い
こ
と
。

ム
畑
作
物
マ

①

大
、
小
、
菜
買
類
の
発
-幸

後
は
特
く
中
耕
し
て
、

初
生

装
が
で
た
ら
間
引
き
を
か
ね

株
間
除
草
す
る
こ
と
。

②

て
ん
菜
白
間
引
き
は
適
期

に
、
お
く
れ
る
と
生
育
や
収

益
が
劣
る
、
病
害
虫
に
も
注

意
白
ζ

と
。

③

牧

草

白
早
刈
を
励
行
す
る

天
気
合
見
て
乾
草
ま
た
は
サ

イ
レ

l
ジ
に
制
強
す
る
、
自

然
乾
燥
の
ほ
か
針
金
、一二
向

車
製
も
利
用
す
る
こ
と
。
家

畜
ピ

l
ト
、
デ
ン
ト
コ
ン

の
間
引
と
除
草
も
適
期
に
・。

ム
牛
乳
V

①
六
月
巨
人
る
と
落
等
率
が

高
く
な
り
ま
す
。
持
乳
器
は

消
毒
、
牛
乳
は
飯
氏
十
度
以

下
に
冷
却
す
る
こ
と
。

⑨

お

願

い

⑨

こ
と
し
の
四
月
部
落
町
内
会

長
を
通
巳
て
関
査
方
を
お
願
い

し
ま
し
た
『
町
外
転
山
者
住
所

調
査
』
に
つ
い
て
ご
配
慮
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
報
告
期
日

は
六
月
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
お
手
数
で
も
至
急
取
り
ま

と
め
白
上
ど
報
骨
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

書
会
長
さ
ん
え
u
役
場
企
画
室

M
H

昭
和
四
十
一
年
事
業

所
統
計
調
査
の
実
施

七
月
-
日
現
在
で
、
第
八
回

自
の
事
業
所
と
商
業
統
計
調
査

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

こ
自
調
査
は
三
年
ご
と
に
お

こ
な
わ
れ
る
も
の
で
対
象
は
会

社
、
工
場
、

商
庖
、
事
務
所
、

病
院
、
学
校
、
映
画
担
、
旅
館

な
ど
す
べ
て
の
事
業
所
で
、
地

域
別
、

産
業
別
、
柏
田
観
別
、
さ

ら
に
組
織
別
白
分
布
を
明
ら
か

に
し
て
、

経
済
の
実
態
を
は
握

L
、
行
政
上
回
資
料
に
す
る
わ

け
で
す
。

調
査
は
七
月
-
日
現
在
で
調

査
員
が
お
こ
な
い
ま
す
が
、
近

く
配
布
さ
れ
ま
す
剖
査
梨
に
記

入
の
上
拠
出
下
さ
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
掃
除

巡
回
指
導
日
程

六
月
十
四
日
芙
利
河

六
月
十
五
日
花
石

六
月
十
六
白
種
川
地
区
-
円

六
月
十
七
日
奥
種
川

・
光
台

六
月
十
八
日
神
丘
一
円

六
月
十
九
日
八
束

-
円

六
月
二
十
一
日
金
原
-
円

六
月
二
十
二
日
位
回

・
春
日
井

六
月
二
十
三
日

畑山円
相州

側代

六
月
二
十
四
日
日
進

六
月
二
十
五

日

中

里

人
物
往
来

四
日

H
北
海
道
町
村
会
塚
越

局
長
視
察

六
日
日
馬
場
函
館
関
建
部
長

視
察
、
桧
山
支
庁
楠
原
経

済
部
長
者
任
あ
い
さ
つ

十
一
日
H

八
雲
報
話
局
小
畑

営
業
課
長

十
七
日
目
遊
佐
道
樹
発
局
長

管
内
視
察

+
九
回
目
長
谷
川
北
部
方
面

幕
僚
長
視
察

二
三
日

H
N
H
K函
館
放
送

局
員
日
進
牧
場
T
V
集
録

-
よ
ろ
こ
び
、
か
な
し
み
・

(
四
月
分
)

⑨
出
生
日
名
問
中
禿
樹

(紳
丘

)
佐
藤
聡
人

(
今
金
)
三
上
啓

史

(同
〕
川
合
ひ
と
み

(同
)

中
沢
真
砂
子
(
問
)
田
中
陵
子

(同
〕
水
野
敦
子

(同
)
広
岡

幸
子

(今
金
)
山
田
京
子

(同

)
伊
藤
幸
代

(金
原
)
岡
本
附

美

(鈴
岡
)
⑨
死
亡
B
名
吉
岡

喜
一
切

(鈴
金
)
板
橋
武
雄
副

(
今
金
)
河
端
四
郎
町

(
八
束

)
鈴
半
正
包
(
悶
)
繊
平
コ
ト

日

(白
石
〉
山
田
志
ゆ
回
(
世

間
)
石
川
勘
太
郎
副

(鈴
岡
)

佐
々
木
エ
造
(
稲
邸
)
⑨
婚
姻

6
組
高
橋
卒
稲
土
利
子
、
谷
詰

喜
一
岩
坂
タ
ツ
子
、
菊
地
鶴
雄

小
野
チ
ョ
。
伊
藤
光
平
野
律
子

(以
上
今
金
)
高
縮
芳
夫
中
川

雄
子

(神
丘
〉
問
中
保
夫
松
田

敏
子
(
種
川
)


